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平成19年度の巡回展は、次の博物館6館を巡回して開催します。県内各地の発

掘調査で発見された未公開資料が数多く出展されます。また、展示遺跡を中心

とした研究発表会のほか、各会場では「勾玉つくり」や「鹿角ペンダント」の製作

体験など、さまざまなイベントの実施も予定しています。なお、催し物などの詳

細は各博物館にお問い合わせください。 

久下横穴群は茂原市の西部、長柄町との境にあります。一宮川の

支流を望む丘陵の斜面につくられた古墳時代の墓地の跡で、近く

には人や馬・建物などの線刻画が見つかって国指定史跡となった

長柄横穴群があります。これまでの調査では、玄室（埋葬した部屋）

が羨道（玄室への入口）よりも2ｍほど高くつくられた「高壇式」で、

天井が家型やアーチ型のものが多く見られます。副葬品などは見

つかっていませんが、おそらく古墳時代終末期の7世紀代につくら

れたものでしょう。表紙は、久下横穴群の遠景写真です。丘陵の斜

面に3基の横穴が口を開けています。 

平成19年7月14日（土）～平成19年9月2日（日） 

①千葉県立房総のむら 
〒270-1506　印旛郡栄町竜角寺1028 
TEL．0476-95-3333 
URL.http://www.chiba-muse.or.jp/MURA

平成19年9月8日（土）～平成19年9月30日（日） 

②千葉県立関宿城博物館 
〒270-0201　野田市関宿三軒家143-4 
TEL．04-7196-1400 
URL.http://www.chiba-muse.or.jp/SEKIYADO

平成19年10月6日（土）～平成19年11月4日（日） 

③八千代市立郷土博物館 
〒276-0028　八千代市村上1170-2 
TEL．047-484-9011 
URL.http://www.city.yachiyo.chiba.jp

平成19年11月10日（土）～平成19年12月2日（日） 

④芝山町立芝山古墳・はにわ博物館 
〒289-1619　山武郡芝山町芝山438-1 
TEL．0479-77-1828 
URL.http://www.haniwakan.com

平成19年12月8日（土）～平成20年1月14日（月） 

⑤千葉県立安房博物館 
〒294-0036　館山市館山1564-1 
TEL．0470-22-8608 
URL.http://www.chiba-muse.or.jp/AWA

平成20年1月19日（土）～平成20年3月2日（日） 

⑥千葉県立中央博物館 
〒260-8682　千葉市中央区青葉町955-2 
TEL．043-265-3111 
URL.http://www.chiba-muse.or.jp/NATURAL
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茂原市・首都圏中央連絡自動車道建設事業 
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※遺跡調査研究発表会 
平成20年1月27日（日） 
・・・・・・・・・・・会場・・・・・・・・・・・ 
千葉県立中央博物館講堂 

（予定） 

◆香取周辺の文化財“ドライブマップ” 

◆発掘調査速報「久下横穴群」 

昨年10月28日（土）に山武市島戸にある嶋戸東遺跡で、現地説明会を

開催しました。9回目となる今回の発掘調査では、役人が実務を執ってい

た庁舎（曹司）と思われる掘立柱建物跡群が見つかりました。当日は天候

にも恵まれ、地元の方々の関心も高く、多くの見学者でにぎわいました。 

『大網白里町 宮谷横穴群』平成14年（財）千葉県文化財センター　より 

玄室 

羨道 

前庭部 

【高壇式横穴模式図】 
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旧　石　器　時　代 縄　　文　　時　　代 弥　生　時　代 古墳時代 

古　　代 中　　世 近　世 近・現代 

飛鳥時代 奈良時代 安土・桃山時代 大正 

平安時代 鎌倉時代 室町時代 江戸時代 明
治 

昭
和 

平
成 

AD（紀元後） BC（紀元前） 

約12,000年前 約2,300年前 約1,700年前 794710 1,3331,192 1,573 1,603 1,868

大塚古墳 

阿玉台貝塚 

特産品のサツマイモや梨、いちご、ぶ
どう、新鮮野菜など農産物がいっぱい！
イモ掘り、ぶどう狩り、栗拾い、米作り
などの農業体験も受付けています。 

昭和5年、県内の貝塚では
初めて国の史跡として指
定されました。貝層観察
施設あり。（見学時は、畑
の農作物に注意しましょう） 

東国屈指の古社で、黒漆塗
りの本殿と朱塗りの楼門は、
国指定重要文化財。宝物館
では国宝「海獣葡萄鏡」の
ほか、伝世の宝物を見学で
きます。参道の茶店で名物
“草だんご”を味わってみて
はいかがでしょう！ 

嘉永元年（1848)創業の呉服
店で、明治初期に建てられた
土蔵は、国の登録有形文化財。 

城山1号墳出土の三角縁神獣
鏡、埴輪や大刀、白井大宮台
貝塚出土の縄文土器や獣骨
類などを展示しています。 
（見学前に電話連絡を!） 

千葉県を代表する古墳時代
後期の古墳群。1号墳の移
築石室や2・4・13号墳が見
学できます。春の桜やツツ
ジの時期は、花見客で大に
ぎわい！台地からの利根川
の眺めは絶景！！ 

足利3代将軍義満の
奥方の安産祈祷寺。
しだれ桜がきれい!!

参道に並んだ何重もの赤い鳥居は圧巻！ 
（正面の県道は交通量が多いので気をつけて！） 

樹齢1300～1500年、高
さ約20ｍ、根周り約27.5
ｍの巨木で国指定天然記
念物。（実はタブノキ） 
（周辺は幅のせまい急な
坂道が多いので注意!） 

染織処谷屋土蔵 
（夢紫美術館） 

城山古墳群 
（城山公園） 

良文貝塚 

香取市文化財保存館 
（小見川プラザくろべ館２階） 

府馬の大クス 

多田朝日森 
稲荷神社 

道の駅くりもと「紅小町の郷」 

東光山安興寺 

香取神宮 

宝物館／9：00～16：00　無休 
（臨時休館あり） 
大人300円・小人100円 
電話0478-57-3211（社務所） 

9:30～17:00　月曜休館 
入館無料　電話0478-80-1100

9:30～18:00　水曜休館 
入館無料　電話0478-83-1089

（奥山農業構造改善センター） 

（公園内） 

大型の円墳。手入れ
が行き届いていて、
見学しやすい。 

「阿玉台式土器」の名前の由来となった
貝塚で国指定史跡。「縄文の小径」と名
付けられた坂道を上ると、貝塚のほか平
良文関係の石塔も見られます。 

11月の第3日曜日は 
「いも祭り」です。 
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今回は“道の駅くりもと”をスタートに、小見川地区の遺跡や史跡を 
めぐり、湛然と鎮座する香取神宮をめざします。 

今回の行程 【距離は約44km、約4.5時間の行程です。】 

1

2 3

●この“ドライブマップ”を実際に使った体験談などをお寄せください。今後の紙面づくりの参考に 
　させていただきます。また財団のホームページ等で紹介させていただく事もあります。 
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